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マチを好きになるアプリ

・行政情報アプリ「ｉ広報
　紙」が「マチイロ」として
　リニューアル！
・ダウンロードはこちらから
　 湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/

念願の優勝！！念願の優勝！！

平成29年3月1日号
【毎月1日・15日発行】

Vol.286

　秋田県中学校スキー大会の男子ジャイアントス
ラローム（大回転）で優勝した阿部喜斗さん。ス
キー板を抱き、満面の笑みでした。
　スキーは、自分を成長させてくれた、かけがえ
のない存在。「自分を信じて努力してきたことが
実を結びました」と話しました

　秋田県中学校スキー大会の男子ジャイアントス
ラローム（大回転）で優勝した阿部喜斗さん。ス
キー板を抱き、満面の笑みでした。
　スキーは、自分を成長させてくれた、かけがえ
のない存在。「自分を信じて努力してきたことが
実を結びました」と話しました



　入ってくるお金の半分以上は、
国・県からもらうお金の見込み
です。
　使うお金では、福祉の充実に
一番多くお金が使われる予定で
す。
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次に、予算案の内訳を見てみよう！（一般会計）

一緒に考えよう！

こまちちゃん

私と一緒に平成29年度の
湯沢市の取り組みについて
考えましょう！

内容を見る前に、まずは予習しよう！予算ってどんなもの？内容を見る前に、まずは予習しよう！予算ってどんなもの？

平成29年度当初予算（案）を
作成しました

予算って一体
なんのこと？

誰がどうやって
決めるの？

平成29年度は何か
特徴はあるの？

骨
格
予
算

肉
付
け
予
算

●平成29年度当初予算編成方針は市ホームページに掲載しています。
　http://www.city-yuzawa.jp/yosan/1765.html

●特別会計などを含む平成29年度当初予算案の概要は、市ホームページに掲載しています。
　http://www.city-yuzawa.jp/yosan/1948.html

次に、予算案の内訳を見てみよう！（一般会計）

？？

？

？

？

？？

　平成29年度は、4月に市長選挙があるので、新たな政策
予算を組み込まず、継続して行っている事業や維持管理費
などに限定しているわ。これを骨格予算というの。
　イメージとして、家を建てるときのことを考えてみて。
　まずは家を支える骨組みを造るわね。これが、紹介した
骨格予算のことよ。公共施設の維持管理費や学校運営に必
要なお金といった継続的な市民サービスに必要な経費など
があるわ。
　新しい市長が決まると、より良いサービスを目指して、
新しい取り組みなどに必要なお金を追加するのよ。これ
が、肉付け予算よ。家でいえば、外壁や屋根を造って、完
成を目指す、というところね！

　1年間にどんなことをしたいか計画し、そしてどれだけ
お金が入ってくるかを予測して、両方を調整したものよ。
　ちなみに使ったお金の結果を確認するのが決算よ！

　予算は、市長が市議会に提案して議論するの。市議会に
は、議員によって構成されている予算決算常任委員会とい
う組織があって、そこで議論することになるわ。左ページ
を参考にイメージしてね。

　今回、紹介するのはこの予算（案）よ！
現在開会中の市議会3月定例会で、議論さ
れるわ。予算が成立すると、予算を基にい
ろいろな取り組みが実施されるわ。年度途
中には取り組み状況が公表されるし、年度
終了後には決算も公表されるわ。ぜひ
チェックしてね！

　予算からは、皆さんの納めた税金が
どのくらいになって、どのような取り
組みに使われるかを知ることができる
わ。

　主な取り組みは次のページを見てね。

⑤
予
算
成
立

市長

市民

市議会

予算ができるまで（イメージ）

①予算案を
調製・公開

②議会に
提案

⑥取り組み
実施

⑦決算の
公開

③予算案に
関する審議

④予算の
議決

入ってくるお金（収入） 使うお金（支出）

福祉の充実
82.0億円 教育・文化の振興

20.2億円

環境・衛生の向上
28.2億円

道路・公園・住宅
24.7億円

産業の振興
23.5億円

市の運営等
36.3億円

消防・防災
11.9億円

借金返済
33.1億円

その他
19.2億円

貯金の取り崩し
12.4億円

借金　13.8億円

市民等からの
税金　39.0億円

国・県から
もらうお金
175.5億円 合 計

収入・支出
それぞれ
259.9億円

どんなことを
やっている
のかなぁ

予算決算
常任委員会

どうやって決め
ているのかなぁ



●プレミアム玄米「金のいぶき」を
　核とした湯沢市産米のブランド化
　236万円

●地熱を活用した香草類の周年出荷
　体制確立への挑戦
　347万円

●ローソンとの連携による地熱を
　活用した周年農業への挑戦
　291万円

●福祉医療費の助成（通称：マル福）
　3億8,534万円

●子育てシェアリングの推進
　68万円
　　子どもの送迎や預かりなど、子育てを手伝える人と手伝って
　ほしい人をインターネットでつなぐ仕組み

●公益性のあるまちづくり活動を
　行う、市民の主体的・自発的な
　活動に対する支援
　825万円

●地域自治組織のまちづくり活動
　への支援
　3,120万円

●若者や女性が主催するイベント
　への補助のほか、若者と女性の
　活躍への支援
　271万円

●ゆざわジオパークの推進
　（普及、発信、研究等）
　3,036万円

●観光イベントの開催助成
　3,498万円

●県内外の他地域と連携した
　観光振興への取り組み
　1,142万円

●移住・定住の促進
　596万円

●ふるさと納税の推進
　1億9,323万円

●ご当地婚姻届、結婚祝い品贈呈、
　市役所deウェディングの開催、
　出産祝い品の贈呈
　815万円

●子育て支援総合センターの運営
　（妊娠・出産・子育てに対する
　切れ目ない支援）
　1,515万円

●放課後の子どもの活動場の提供
　8,068万円

●テレビ通話システム等を活用した
　遠隔診療の実証試験
　203万円

●タブレットを活用した高齢者生活
　支援の実証試験
　444万円

●各種予防接種の助成
　9,069万円　　
　・乳幼児、児童生徒を対象とした各種
　　予防接種（伝染病の発生およびまん
　　延の予防）
　・65歳以上を対象とした各種予防接種
　　（インフルエンザと肺炎球菌感染症の
　　予防）
 

●生活に悩んでいる人の自立支援
　3,050万円

●障がい者の生活支援
　5,540万円

　　昼間労働等で家庭に
　保護者等のいない間、
　児童に居場所を提供す
　る。（平成29年度は、
　施設の増改築含む）
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では、予算の内容を見てみよう！では、予算の内容を見てみよう！

　

湯沢の魅力を発信する市民の活動を応援する

結婚・出産・子育てを応援する

※金額は千円の位を四捨五入しています。

暮らしやすい環境を整える福祉の充実

産業を元気にする

新しい働き方をつくる

●クラウドソーシングの推進　5,452万円
　　 インターネットを活用した在宅ワークを取り入れ、
　 時間や場所に捉われない働き方を推進

　予算を知ることで、市がどんなことに取り組んでいくのか分かるのよ！
　では、どんな取り組みにどのくらいお金を使う計画なのか、主なものを
見てみましょう！

地域ぐるみの子育て頼りたい相手
に一斉送信 助けて

ほしい

手伝え
ますよ

NG NG OK!

●起業に対する支援
　1,168万円

●企業等の新たなチャレンジを支援
（販路拡大ほか）
　900万円

●雇用を拡大する企業等に生産性向上
　と新事業活動の支援
　3,084万円

●中心市街地等のにぎわいの創出
（空き店舗解消、イベント補助等）
　606万円

●伝統的工芸品の振興（後継者育成、
　販売力の強化等）
　797万円

●新規就農者の育成
　5,380万円

●園芸団地の形成に向けた支援
　7,529万円
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●道路の整備
　6億852万円

●湯沢駅周辺地区の整備
　（道路整備等）
　4億2,290万円

●市営愛宕住宅の整備
　1億2,410万円

●乗合タクシー、コミュ
　ニティバスの運行、
　路線バスへの補助
　1億1,352万円

●居住機能や医療、商業
　等の都市機能の適正な
　立地の計画をつくる
　1,803万円

●中心市街地の活性化に
　向けた計画をつくる
　1,019万円
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○不在者投票
　　次の場合は不在者投票をすることができます。
　①仕事の都合などで市外に滞在し、投票所で投票できない人
　　入場券裏面の 「宣誓書兼請求書」 または 「不在者投票宣誓書兼請求書」 に必要事項を記入し、湯沢市選挙管理委

員会に申請してください
　②病院・施設に入院・入所中の人
　　病院長または施設長に申し出てください

【不在者投票ができる市内指定施設】
　　雄勝中央病院、佐藤病院、渡部病院、昭平苑、介護療養型老人保健施設 「あきのみや」、ゆーとぴあ神室、愛宕荘、
　サン・グリーンゆざわ、健寿苑、平成園、シャイントピアみなせ、ケアハウス寿郷、愛光園、特別養護老人ホームすみれ、
ケアハウスさつき

○郵便投票
　　身体に重度の障がいがあり、投票所へ行くことができない人が自宅などで投票用紙に記載し、選挙管理委員会へ
郵送することで投票ができる制度です。この制度の対象者は、身体障害者手帳や戦傷病者手帳をお持ちの人で、障
がいの程度の重い人に限ります。〈下表参照〉
　　この制度を利用する場合は、あらかじめ 「郵便等投票証明書」 の交付を受けておく必要があります。
　　また、「郵便等投票証明書」 を受けている人についても、選挙のたびに投票用紙の交付請求が必要となります。

　•申請期限　4 月 5日㈬　午後 5時まで《投票日の 4日前》
※「郵便等投票証明書」 の交付申請および投票用紙の交付請求は、各期日前投票所でもできます。請求のあった投票用
紙等は、書留郵便で郵送します。

○立候補予定者説明会（市長選挙・市議会議員補欠選挙）
　　立候補の届け出に必要な書類を交付し、選挙運動などについて説明します。立候補を予定している人は出席して
ください。
　•と　き　３月 10日㈮午後 2時
　•ところ　市役所本庁舎４階会議室 41

○問い合わせ
　　入場券が届かなかった場合や各制度の詳しい内容などは、市ホームページをご覧になるか、下記に問い合わせく
ださい。
　　また、各種申請書などは、市ホームページからもダウンロードできます。
　　
　　湯沢市選挙管理委員会事務局（〒012‒8501 湯沢市佐竹町１番１号、☎73‒2154、FAX72‒3780）

　この選挙は、わたしたちの日常生活に密着した大事な選挙です。
　投票日には棄権することなく、あなたの貴重な一票を生かしましょう。

○投票ができる人
　①平成 11年４月 10日以前に生まれ、選挙人名簿に登録されている人
　②告示日まで３カ月以上湯沢市で暮らしている人
※知事選挙では、湯沢市から転出（１回の県内転出者のみ）されていても、湯沢市の選挙人名簿に登録されている場合は、
湯沢市で投票することができます。投票の際は、転出先の市町村で発行する 「住所を有する証明書」 か 「住民票」 を
持参してください。

○期日前投票
　投票日に事情があって、投票所に行くことができない人は、期日前投票をすることができます
　•期　間　秋田県知事選挙　３月 24日㈮～４月８日㈯
　　　　　　湯沢市長選挙、湯沢市議会議員補欠選挙　４月３日㈪～４月８日㈯
※期日前投票をすることができる期間が、それぞれ違いますので、ご注意ください。

　•場所および時間
　　　湯沢市役所本庁舎１階市民ロビー、稲川庁舎、雄勝文化会館ふるさとホール、皆瀬庁舎
　　　　午前 8時 30分～午後 8時
　　　雄勝中央病院１階中央待合ホール
　　　　平日の午前８時 30分～午後３時
※入場券をお持ちいただければ、どの場所でも投票できます。
※入場券裏面の 「宣誓書兼請求書」 に、あらかじめ必要事項を記入いただくと、受け付けが早く済みます。

4月9日㈰は、「秋田県知事選挙」
「湯沢市長選挙」「湯沢市議会議員補欠選挙」の
投票日です

投票時間　午前7時～午後７時

○
秋
田
県
知
事
選
挙　

３
月
23
日
㈭
告
示

○
湯
沢
市
長
選
挙　

４
月
２
日
㈰
告
示

○
湯
沢
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙　

４
月
２
日
㈰
告
示

4月9日㈰は、「秋田県知事選挙」
「湯沢市長選挙」「湯沢市議会議員補欠選挙」の
投票日です

投票時間　午前7時～午後７時

○
秋
田
県
知
事
選
挙　

３
月
23
日
㈭
告
示

○
湯
沢
市
長
選
挙　

４
月
２
日
㈰
告
示

○
湯
沢
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙　

４
月
２
日
㈰
告
示

両下肢、体幹、移動機能の障がい

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障がい

肝臓、免疫の障がい

両下肢、体幹の障がい

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の障がい

障 が い の 部 位 障 が い の 程 度

障 が い の 部 位 障 が い の 程 度

要 介 護 ５ の 人

身体障害者手帳をお持ちの人

戦傷病者手帳をお持ちの人

介護保険法上の要介護の人

身体障害者手帳をお持ちの人

戦傷病者手帳をお持ちの人

上肢、視覚の障がい

上肢、視覚の障がい

１級・２級

１級・３級

１級・２級・３級

特別項症・第１項症・第２項症

特別項症・第１項症・第２項症・第３項症

１級

特別項症・第１項症・第２項症

①郵便等による不在者投票の対象者

②郵便等による不在者投票（代理記載）の対象者（①に該当する人で）
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こ
の
絵
図
は
、
元
文
三
年
に
描
か
れ
た
現

皆
瀬
地
域
の
川
向
村
、
畠
等
村
の
村
境
を
示

し
た
も
の
で
す
。
裏
書
が
あ
り
、「
川
向
村

と
畠
等
村
は
古
来
一
郷
で
あ
り
、
川
向
村
の

肝
い
り
が
畠
等
村
も
治
め
て
き
た
。
川
向
村

か
ら
畠
等
村
が
分
村
し
た
こ
と
に
よ
り
、
両

村
の
土
地
が
入
り
組
み
村
境
が
不
明
瞭
と

な
っ
た
の
で
検
地
高
を
改
め
た
い
と
両
村
よ

り
申
し
出
が
あ
り
、
検
使
を
派
遣
し
て
調
査

し
境
界
を
定
め
た
こ
と
。
元
文
元
年
（
一
七

三
六
）
十
一
月
二
十
二
日
に
、
秋
田
藩
家
老

宇
都
宮
帯
刀
、
今
宮
大
学
、
多
賀
谷
左
兵
衛
、

小
田
野
斎
ら
が
協
議
の
う
え
決
定
し
た
こ

と
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
絵
図
は
、
湯
沢
市
松
岡
の
白
山
の
北

東
斜
面
に
位
置
す
る
松
岡
銀
山
を
描
い
た
も

の
で
す
。
絵
図
に
は
、
上
下
二
カ
所
の
番
所

と
御
札
場
（
御
制
札
）、
御
台
所
、
銀
焼
釜
、

銀
床
屋
、
鉛
床
屋
、
金
場
（
洗
鉱
場
）
を
描

き
、
鉱
脈
八
本
を
朱
書
き
し
て
い
ま
す
。

　
松
岡
銀
山
は
、
慶
長
年
間
に
発
見
さ
れ
、

元
和
か
ら
寛
文
年
間
（
一
六
一
五
〜
一
六
七

二
）
ま
で
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
寛
政
か
ら
文
政
年
間
（
一
七
八
九

〜
一
八
二
九
）
に
も
大
い
に
繁
盛
し
、
特
に

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
良
質
の
鉱
脈

が
見
つ
か
り
、
こ
の
と
き
に
産
出
さ
れ
た
銀

は
、「
湯
沢
銀
」
と
し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
以
降
、
休
坑
、
再
坑
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
休
山
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
図
は
、
元
治
元
年
四
月
の
院
内
銀

山
鉱
内
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。
鉱
夫

の
描
写
は
簡
素
に
、
一
方
で
坑
道
の
進
捗
状

況
や
鉱
内
の
様
子
、
地
上
の
建
造
物
の
名
称
、

集
落
の
描
写
な
ど
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

画
面
左
端
に
、「
応
大
野
公
命
雪
月
斎
法
橋

写
并
記
」
と
あ
り
、
当
時
、
院
内
銀
山
の
御

詰
合
（
銅
山
方
吟
味
役
）
で
あ
っ
た
大
野
惣

四
郎
か
ら
依
頼
さ
れ
、
描
い
た
も
の
で
す
。

○
川
向
・
畠
等
村
境
絵
図　

1
鋪

　

江
戸
時
代 

元
文
三
年（
一
七
三
八
）

か
わ
む
か
い
　    

は
た 

と
う 

む
ら
さ
か
い 

え    

ず

○
松
岡
銀
山
絵
図　

1
枚

　

江
戸
時
代
後
期

○
近
松
永
和
筆 

院
内
銀
山
真
景
甲
子

　

春
月
図　

１
幅

　

江
戸
時
代 

元
治
元
年（
一
八
六
四
）

ま
つ 

お
か 

ぎ
ん 

ざ
ん   

え   

ず

ち
か 

ま
つ  

え
い  

わ   

ひ
つ
　 

い
ん  

な
い 

ぎ
ん 

ざ
ん 

し
ん 

け
い 

き
の
え
ね

し
ゅ
ん
げ
つ 

ず

　
こ
の
図
は
、
元
治
元
年
の
春
の
院
内
銀
山

の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。
五
番
坑
や
御

台
所
は
じ
め
院
内
銀
山
の
町
並
み
が
広
が
り
、

山
間
に
訪
れ
た
の
ど
か
な
春
の
風
景
を
軽
や

か
な
筆
致
で
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
銀
山

坑
内
を
描
い
た
「
院
内
銀
山
鋪
岡
略
絵
図
」

と
対
に
な
っ
て
い
て
、
双
方
を
共
に
見
る
こ

と
で
当
時
の
銀
山
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
両
資
料
を
描
い
た
近
松
永
和
は
、

佐
竹
南
家
の
お
抱
え
絵
師
遠
藤
昌
益
（
一
八

二
一
〜
没
年
不
詳
）
で
、
万
延
元
年
（
一
八

六
〇
）
に
筆
禍
事
件
が
あ
り
、
吟
味
中
に
逃

亡
し
、
の
ち
矢
島
藩
校
に
籍
を
置
き
近
松
永

和
と
名
乗
り
ま
し
た
。

し
き 

お
か

お     

だ     

の  

い
つ
き

え
ん
ど
う 

し
ょ
う
え
き

お
お
　
の
　
そ
う

し
　
ろ
う

う
つ
　
の
　
み
や 

た
て 

わ
き

い
ま 

み
や  

だ
い 

が
く

た
　 

が
　  

や
　  

さ    

へ    

え

ち
か 

ま
つ 

え
い  
わ  
ひ
つ
　
い
ん 

な
い
ぎ
ん 

ざ
ん 

し
き 

お
か 

り
ゃ
く
え 

ず

４
件
の
有
形
文
化
財
を
市
の
指
定
に

４
件
の
有
形
文
化
財
を
市
の
指
定
に

　

四
点
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
昔
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

【表面】

【裏面】

○
近
松
永
和
筆 
院
内
銀
山
鋪
岡
略
絵
図

　

1
幅

　

江
戸
時
代 

元
治
元
年（
一
八
六
四
）

　●小安地域（地熱資源開発調査）
　　平成23年から継続
　
　　事業主体　出光興産株式会社・国際石油開発帝石
　　　　　　　株式会社・三井石油開発株式会社
　　①掘 削 調 査 　構造試錐井掘削2坑
　　②新基地（掘削敷地）造成工事
　　③仮噴気試験　　2坑
　　④林道維持管理　　鳳林道路盤改良など

　●木地山・下の岱地域（地熱資源開発調査）
　　平成22年から継続
　
　　事業主体　東北自然エネルギー株式会社
　　
　　①掘削調査　　敷地造成、構造試錐井掘削1坑
　　②地表調査　　断裂系解析調査など
　　③総合解析　　地熱構造再解析

※各地点では、周辺環境に配慮した調査（温泉等モニタリング、動植物調査、地震データ収集など）が継続して行わ
れます。

▲生産基地用水ピット工事（山葵沢地熱発電所） ▲噴気試験（山葵沢地熱発電所）

　●山葵沢地熱発電所建設工事（平成31年5月運転開始予定）
　　事業主体　湯沢地熱株式会社

　　①坑 井 掘 削 生産井・還元井各2坑（うち新規各1坑）、短期噴気試験
　　②生産・還元設備設置　　還元配管架台・配管据付、県道横断箇所、基地内ピット整備、取水設備
　　③建築設備設置　　杭基礎、発電所建屋（本館、冷却塔、原水タンク）
　　④発電設備設置　　準備作業（設置線敷設、天井クレーン上架）

わさびさわ

地熱発電開発の工事・
　　　　　事業計画を紹介します
地熱発電開発の工事・
　　　　　事業計画を紹介します
地熱発電開発の工事・
　　　　　事業計画を紹介します
　再生可能エネルギーの導入拡大が図られる中、湯沢市では豊富な地熱エネルギーを活用した地熱発電開発が進めら
れています。
　地熱発電は、天候や季節によらず安定した発電ができ、二酸化炭素の排出も極めて少ない、環境に優しい発電方式
です。　
　建設工事が進む山葵沢地熱発電所と、地熱資源開発調査が行われている2地域の平成29年度工事（事業）計画を紹
介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○問い合わせ　企画課企画政策班（☎73-2113）へ



10
2017.03.012017.03.01

11

湯沢市公共施設等総合管理計画を
策定しました
湯沢市公共施設等総合管理計画を
策定しました
湯沢市公共施設等総合管理計画を
策定しました ○問い合わせ　企画課企画政策班（☎73-2113）

○公共施設の現状

○基本方針

○公共施設の更新経費

◆数値目標　2040年までに延床面積を45％削減する
◆ハコモノ三原則
　①保有施設の総量を削減する、②「建物」の維持から「機能」の維持へ、③民間のノウハウ
　　を最大限に活用する
◆インフラ三原則
　①ライフサイクルコストを縮減する、②優先度の見極めと予算の平準化、③民間のノウハ
　　ウを最大限に活用する

※計画の詳細は、市ホームページに掲載しています。また、冊子は本庁舎（企画課）および各総合支所（窓口）に
備え付けていますので、ご覧ください。

　人口減少や少子高齢化に伴って市民ニーズが複雑化する中、
行政が果たすべき役割は、量に対応するサービスから質に主眼
を置いたサービスへと変化しています。
　本市の公共施設は、昭和40年代後半から昭和50年代にかけて
集中的に整備されており、道路や橋りょうなどのインフラ資産
を含めて、過去に整備された公共施設等が一斉に更新時期を迎
えることへの対応が課題となっています。
　そこで、従来のような個別施設ごとの検討ではなく、市全体
を捉え経営的な視点から公共施設等の総合的な管理を推進する
ため、その中長期的な取り組みの基本的な方針を示すものとし
て「湯沢市公共施設等総合管理計画」（平成28年度～52年度）を
策定しましたので、その概要をお知らせします。

　本市には456の公共施設があり、そのうち47％が建設から30年以上経過しています。
　施設の延床面積は約30万㎡となっていますが、これを人口1人当たりの面積で比較した場合、全国平均を大
幅に上回っている現状（全国平均の約2倍）です。

　将来世代に負担を先送りせずに、今後も良質な行政サービスを提供し続けるため、次の基本方針を立てました。

　既存の施設をこのまま全て保有し続ける場
合の改修・更新費用を試算したところ、今後
40年間で必要となる費用は、約1,214億円と
推計され、これを平均すると1年当たり約30
億円となります。
　これまで既存施設に投資してきた金額は、
1年当たり約17億円ですので、これらを比較
すると1年当たり約13億円が不足する計算と
なります。
　仮に、現在の投資額を維持し続けたとして
も、単純計算で56％の施設しか残せないとい
うことになります。

平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
賞

【
有
功
賞
】

泉　
　

秀
雄
さ
ん

い
ず
み

ひ
で　

お
（
万　

石
）

【
栄
光
賞
】

伊
藤　

育
祐
さ
ん

い　

と
う

い
く 

す
け

（
中
屋
敷
）

■
ス
キ
ー
競
技

最
上　

愛
里
沙
さ
ん

も　

が
み

あ　

 

り　

 

さ

（
愛
宕
町
）

千
葉　

竜
也
さ
ん

ち　

 

ば

た
つ　
や

（
小　

野
）

■
陸
上
競
技

松
井　

優
貴
さ
ん

ま
つ　
い

ゆ
う　

き

（
深　

堀
）

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

【
奨
励
賞
・
個
人
】

斎
藤　

朱
莉
さ
ん

さ
い 

と
う

（
松　

岡
）

■
柔
道
競
技

中
山　

蓮
翔
さ
ん

な
か 

や
ま

れ
ん　

と

（
小　

野
）

■
陸
上
競
技

佐
々
木　

楓
真
さ
ん

さ　

 

さ　

 

き

（
清
水
町
）

近
江　

孔
哉
さ
ん

お
う　

み

こ
う　
や

（
栄　

田
）

佐
々
木　

颯
さ
ん

さ　

 

さ　

 

き

そ
う

（
成　

沢
）

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

伊
勢　

魁
人
さ
ん

い　

 

せ

か
い　

と

（
仁
井
田
）

高
根　

啓
太
さ
ん

た
か　

ね

（
杉　

沢
）

柿
崎　

翔
太
さ
ん

か
き 

ざ
き

し
ょ
う 

た

（　

森　

）

高
橋　

颯
汰
さ
ん

た
か 

は
し

そ
う　

た

（
上　

関
）

長
瀬　

巧
巳
さ
ん

な
が　

せ

（
角　

間
）

（
内　

町
）

木
口　
　

心
さ
ん

き　

ぐ
ち

し
ん

（
若
葉
町
）

小
野
寺　

拓
斗
さ
ん

お　

 

の　
で
ら

た
く　

と

（
清
水
町
）

佐
藤　

優
希
さ
ん

さ　

と
う

ゆ
う　

き

（
中　

野
）

佐
藤　
　

匠
さ
ん

さ　

と
う

た
く
み

（
相　

川
）

藤
井　
　

慧
さ
ん

ふ
じ　
い

け
い

（
山　

田
）

■
少
林
寺
拳
法

佐
々
木　

琉
汰
さ
ん

さ　

 

さ　

 
き

り
ゅ
う 

た

（
前　

森
）

瀧
澤　

駿
哉
さ
ん

た
き 

さ
わ

し
ゅ
ん 
や

（
清
水
町
）

【
奨
励
賞
・
団
体
】

湯
沢
北
中
学
校

　
　
　

男
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

湯
沢
北
中
学
校

　
　
　

女
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

餅
田　
　

茂
さ
ん

も
ち　

だ

（
愛
宕
町
）

■
湯
沢
市
ス
キ
ー
連
盟

し
げ
る

長
澤　

恒
世
さ
ん

な
が 

さ
わ

（
岡
田
町
）

つ
ね　

よ

【
感
謝
状
】

■
湯
沢
地
区
社
会
体
育
振
興
会

湯
沢
南
中
学
校

　
　
　

女
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

湯
沢
南
中
学
校

　
　
　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

し
ゅ　

り

堀
川　

佑
太

髙
久　

陽
登

阿
部　

円
海

さ
ん

さ
ん

さ
ん

（
湯
ノ
原
）

（
湯
ノ
原
）

（
柳　

田
）

ほ
り 

か
わ

ゆ
う　

た

た
か　

く

は
る　

と

あ　

 

べ

ま
る　

み

山
田　

瑞
稀
さ
ん

（
駒
形
町
）

や
ま　

だ

み
ず　

き

小
松　

幸
星

（
岩　

崎
）

さ
ん

さ
ん

酒
樹　

祐
弥

さ
か　

き

ゆ
う　
や

こ　

ま
つ

こ
う 

せ
い

け
い　

た

た
く　

み
ふ
う　

ま

　

一
月
三
十
日
、
湯
沢
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー

ツ
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
、長
年
、市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
か
た
が
た
な
ど
に
、

そ
れ
ぞ
れ
有
功
賞
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
各
種
大
会
で
活
躍
し
た

四
人
に
栄
光
賞
、
二
十
三
人
と
四
団
体
に
奨

励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　長年弓道に親しみ、湯沢市弓道
連盟副会長や県弓道連盟理事を務
め、長年にわたり会の発展と後進
の育成に尽力されました。



ホット
スマイル

多くの患者さんに信頼される看護師になりたい
「市内の総合病院で男性看護師として働いている」

麻生　直希さん
Na o k i　A s o uフレッシュな若者が登場するコーナーです Vol.82

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q
整
形
外
科
、
眼
科
、
歯
科
、
口
腔
外
科
の
病
棟
で
入

院
患
者
さ
ん
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
業
務
は
、
女
性

看
護
師
と
同
じ
内
容
で
、
医
療
行
為
か
ら
身
の
周
り

の
お
世
話
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
も
と
も
と
人
と
話
す
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
人

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
職
業
、
何
か
人
の
役
に

立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
高
校
二
年
生

の
時
で
し
た
。
看
護
師
は
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
を
一
番
実
感
で
き
る
職
業
と
思
い
、

看
護
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

A
こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
命
を
預
か
る
仕
事
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ば

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
日
々
進
化
す
る

医
療
技
術
に
つ
い
て
い
く
の
も
大
変
で
す
。
退
院
し

た
患
者
さ
ん
と
偶
然
再
会
し
た
り
、
元
気
そ
う
な
姿

を
見
た
り
す
る
と
嬉
し
く
、
自
分
も
元
気
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

A

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

第17回　
メンタルヘルスとお酒
第1７回　
メンタルヘルスとお酒

　

今
回
は
、
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス(

こ
こ
ろ
の

健
康)

」
と
関
係
が
深
い
「
お
酒
」
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

【
お
酒
の
適
量
を
守
り
、
上
手
な
付
き
合
い

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
】

　

お
酒
は
、
適
量
を
守
り
上
手
に
付
き
合
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
喜
び
や
楽
し
み
を
感
じ

る
も
の
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
上
手
に
付
き

合
わ
な
い
と
「
う
つ
病
」
か
ら
「
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
」
に
、
あ
る
い
は
「
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
」
か
ら
「
う
つ
病
」
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
こ
こ
ろ
の
病
気
や
自
殺
の
危
険
度

を
高
め
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

適
量
を
超
え
た
飲
酒
は
、
衝
動
性
や
攻
撃

性
を
高
め
ま
す
。
加
え
て
、
心
理
的
視
野
を

狭
く
し
自
殺
の
危
険
度
を
高
め
て
し
ま
い
ま

す
。

　

ま
た
、
嫌
な
こ
と
や
心
配
事
が
あ
っ
た
と

き
、
お
酒
を
飲
む
と
気
分
が
和
ら
ぐ
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
酔
い
の
効
用
で
あ

り
、
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
す
。
酔
い
が
さ

め
れ
ば
元
ど
お
り
で
、
か
え
っ
て
落
ち
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
酒
の
適
量
を
守
り
上
手
な
付
き
合
い
方

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
一
日
の
飲
酒
量
の
適
量
】

　

ビ
ー
ル
中
瓶
１
本
・
日
本
酒
一
合
・
焼
酎

〇
・
六
合
・
ワ
イ
ン
一
・
五
杯
、
女
性
や
高

齢
者
は
こ
れ
よ
り
少
な
い
量
が
目
安
に
な
り

ま
す
。

【
寝
酒
は
や
め
ま
し
ょ
う
！
】

　

寝
る
前
に
飲
酒
す
る
と
、
眠
り
に
つ
く
ま

で
の
時
間
は
短
縮
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
眠
り
の
後
半
は
、
眠
り
が
浅
く
な
り
途

中
で
目
が
覚
め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
寝
酒
が
習
慣
化
す
る
と
ア
ル

コ
ー
ル
に
対
す
る
耐
性
が
で
き
て
し
ま
い
、

だ
ん
だ
ん
と
飲
酒
量
が
増
え
て
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
寝

酒
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
、
生
き
生

き
暮
ら
す
た
め
に
、

積
極
的
に
「
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

（
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
）
」
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
3
月
8
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

○　
　

15
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
と
き
は
湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

ほっと
　サロン

は
、
気
持
ち
を
話
し
た
い
時
に
話

せ
る
場
で
す
。

ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
病
棟
で
は
女
性
が
多
く
唯
一
の
男
性
看
護
師
で
す
が
、

良
い
先
輩
に
恵
ま
れ
、何
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
休
日
は
、
よ
く
海
に
釣
り
に
行
き
ま
す
。
自
然
の
中

で
釣
り
を
し
て
い
る
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

春
に
は
、
多
く
の
魚
が
釣
れ
る
の
で
、
春
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

A
今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
就
職
し
て
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
の
力
不
足
、

知
識
不
足
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
少
し

で
も
人
の
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
学
び
、
親
切
、
丁

寧
、
笑
顔
を
心
掛
け
て
、
多
く
の
患
者
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2017.03.01
13

2017.03.01
12

　

一
月
十
七
日
、
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
（
宮

城
県
仙
台
市
）で
、
第
66
回
河
北
文
化
賞

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
漆
芸
家
で
湯
沢
市

在
住
の
沓
澤
則
雄
さ
ん
が
、
縄
文
の
世
界

観
を
題
材
に
絵
画
的
な
漆
工
芸
の
技
法
を

磨
き
、
東
北
の
芸
術
文
化
の
向
上
に
寄
与

し
た
と
し
て
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、東
北
の
学
術
、芸
術
、体
育
、

産
業
、
社
会
活
動
の
各
分
野
で
優
れ
た
功

績
を
あ
げ
、
東
北
の
発
展
に
尽
く
し
た
個

人
・
団
体
に
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
東

北
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

沓
澤
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
は
身
に
余

る
光
栄
。
蒔
絵
や
沈
金
の
技
法
を
取
り
入

れ
て
、
自
己
流
で
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
、
五
月
に
開
く
個
展
へ
の

作
品
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

第66回
河北文化賞受賞

▲表敬訪問の様子

▲沓澤さんと記念撮影する齊藤市長と藤井副市長

漆芸家
　沓澤　則雄  さん  （75）

くつ　 ざわ のり　　お

広
報
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

　

平
成
二
十
九
年
度
の
五
月
発
行
号
か
ら

広
報
紙
制
作
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
民
間
に
委

託
し
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
市
の
担
当
職
員
が
、
デ
ザ

イ
ン
や
取
材
、
原
稿
作
成
、
写
真
撮
影
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
作
業
も

業
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
さ
ら
に
紙
面
の
充

実
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
併
せ
、
広
報
紙
の
発
行
に
つ
い

て
、
左
記
の
表
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
受
託
業
者　

㈱
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ソ
コ
ン
シ

　
　
　
　
　
　

ス
テ
ム

○
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
へ
の
記
事
掲
載
の

　
原
稿
締
め
切
り
日

　
・
5
月
号　

3
月
17
日
㈮

　

・
6
月
号　

4
月
14
日
㈮

　

・
7
月
号　

5
月
19
日
㈮

　

・
8
月
号　

6
月
20
日
㈫

　

・
9
月
号　

7
月
19
日
㈬

　

・
10
月
号　

8
月
21
日
㈪

　

・
11
月
号　

9
月
20
日
㈬

　

・
12
月
号　

10
月
18
日
㈬

　

・
1
月
号　

11
月
15
日
㈬

　

・
2
月
号　

12
月
14
日
㈭

　

・
3
月
号　

平
成
30
年
1
月
17
日
㈬

　

・
4
月
号　

平
成
30
年
2
月
16
日
㈮

○主な変更点

ページ数

印刷の色

製　　本

発  行  日

発行回数

○問い合わせ
　ひびく・つながる創造課戦略広報班（☎55－8249）

掲載依頼に応じて
ページ数を増減

最大30ページ

表紙と裏表紙は、
カラーで、他のペー
ジは白黒

表紙と裏表紙は、
カラーで、他のペー
ジは二色

丁合、穴を二つ開
けている

丁合、穴は開けず
その部分を目印と
して印刷

1日、15日 1日

年24回 年12回

現　行 変　更

※4月1日号は発行しますが、4月15日号は発行しま
せんので、ご注意ください。

ＴＯＰＩＣＳトピックス



　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
し
た
い
か
た
は
、
事
前
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

3
月
16
日
㈭
／
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

22
◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策

課
保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

　

日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
市
民
を
対

象
と
し
た
日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
湯
沢
会
場
】

•
と　

き　

①
4
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
／
午
前
10
時
〜
正
午
②
4
月

か
ら
12
月
ま
で
の
毎
月
第
3
火
曜
日

（
予
定
）／
午
後
7
時
〜
9
時

•
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

【
雄
勝
会
場
】

•
と　

き　

4
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
／
午
後
7
時
〜
9
時

•
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館
視
聴
覚
ホ
ー

ル
※
各
会
場
と
も
八
月
は
休
講
し
ま
す
。

◯
受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

◯
申
し
込
み　

4
月
3
日
㈪
ま
で
、
左
記

ま
た
は
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
10
日
㈮
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

羽
後
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
羽
後
町
役
場
正
面
）

◯
内　

容　

近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
い
じ
め
や
体

罰
、
借
地
借
家
の
問
題
、
登
記
・
相
続
・

扶
養
な
ど
の
問
題
、
結
婚
離
婚
の
強
要

な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方
法
務
局
大
曲

支
局
（
☎
0
1
8
7
63
2
1
0
0
）
へ

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
で
余
っ

て
い
る
食
料
品
を
集
め
、
行
政
や
支
援
団

体
を
通
じ
て
、
食
事
に
不
自
由
し
て
い
る

か
た
が
た
へ
渡
す
活
動
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
あ
き
た
を

通
じ
、
こ
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
1
日
㈬
〜
31
日
㈮
／
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

◯
受
付
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
福
祉
課
窓

口
前

◯
受
付
品
目　

缶
詰
類
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
米
お
よ
び
乾

麺
類
な
ど
で
、
賞
味
期
限
が
1
カ
月
以

上
先
で
未
開
封
の
も
の

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
73
8
6
9
6
）
へ

　

県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協
力
、
国
際

理
解
な
ど
の
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
活

動
を
行
う
民
間
の
団
体
を
対
象
に
、
そ
の

事
業
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◯
募
集
期
限　

3
月
31
日
㈮

◯
実
施
時
期　

4
月
1
日
㈯
〜
平
成
30
年

3
月
31
日
㈯

◯
助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費
総
額
の
う

ち
上
限
八
万
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
財

団
法
人
秋
田
県
国
際
交
流
協
会
（
☎

0
1
8
―
8
9
3
―
5
4
9
9
）
へ

　

元
気
で
心
温
ま
る
劇
を
お
届
け
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
観
劇
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

3
月
25
日
㈯
午
後
1
時
開
場

／
1
時
30
分
開
演

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

◯
演　

目

•
第
1
部　

デ
ィ
ア
・
マ
イ
シ
ス
タ
ー

•
第
2
部　

Ｂ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
!（
生
徒
創
作
）

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
高
等
学
校
（
☎
73

1
1
6
0
）
へ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

〜
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

湯
沢
市
日
本
語
教
室

平
成
29
年
度
受
講
生
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2017.03.01
15

2017.03.01
14

Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金

募
集
（
第
1
期
）

第
25
回
湯
沢
高
校
演
劇
部

自
主
公
演

特
設
人
権
相
談
所

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
を

〜「
も
っ
た
い
な
い
」か
ら

「
あ
り
が
と
う
」へ
〜

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　

社
会
参
加
や
未
就
労
な
ど
で
お
悩
み
の

か
た
・
そ
の
家
族
の
か
た
が
た
へ
向
け
た

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
社
会
参
加
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

3
月
21
日
㈫
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

21
・
22

◯
内　

容　

ゲ
ー
ム
、
お
茶
っ
こ
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議

会
総
合
相
談
室
（
☎
73
8
6
9
6
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
12
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
消
防
署
救
急
班（
☎
73
3
1
5
1
）へ

◯
と　

き　

3
月
25
日
㈯
午
後
6
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
曲　

目　

教
会
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

ラ
ピ
ュ
タ
ほ
か

◯
入
場
料　

五
百
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

◯
問
い
合
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　食生活改善推進員は 「私達の健康は私達の手
で」 をスローガンに食を通した健康づくりのボ
ランティアとして全国組織で活動を進めていま
す。
＜主な事業・活動＞
　①生活習慣病予防のための各種研修会
　②おやこの食育教室
　③男性の料理教室
　④低栄養・ロコモ予防教室
　⑤食生活や健康に関する調査
　⑥郷土料理の収集や伝承など
【平成28年度食生活改善推進員】

　養成講座20時間の研修を受けて、あなたも食
生活改善推進員（愛称：ヘルスメイト）になり
ませんか!男性も加入できます。
○申込期限　3月31日㈮
◯申し込み・問い合わせ
　健康対策課予防衛生班（☎73-2124）へ

湯沢支部 稲川支部 雄勝支部 皆瀬支部 合　計

117人14人15人52人36人

食生活改善推進員募集中!食生活改善推進員募集中!
　平成28年5月から毎月開催してきた 「副市長☆
月イチトーク」 も、いよいよ最終回!
　今回は、これまでホスト役を務めてきた藤井副
市長をゲストに、そして地元高校生を MC に迎え
本音トーク!
　高校生ならではの視点で、鋭く切り込みます。

○と　き　3月15日㈬ 午後6時～7時
○ところ　市役所本庁舎1階市民ロビー
○Ｍ　Ｃ　湯沢翔北高校2年　黒坂　一心さん
　　　　　湯沢翔北高校2年　藤原　未羽さん
　　　　　横手城南高校3年　下橋　京佳さん
○問い合わせ　ひびく・つながる創造課戦略広報
班（☎55-8249）へ

　過去の動画（第4回以降）は
　特設サイトで視聴できます。

副市長☆月イチトーク 最終回!

しも はし きょう か

ふじ わら み う

くろ さか かず むね

月イチトーク特設サイト
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【元気アップ教室とは】
　元気アップ教室は、介護認定を受けていない65歳以上の人を対象とした体力づくり教室です。転倒予防や筋
力アップを目的に、自宅でも取り組めるような運動、口腔体操、脳トレなどを行います。
　これまでの参加者からは、「体全体が軽くなったような気がする」 「座ってできる運動なのでやることができ
た」、「高齢者にも無理のないメニューで良かった」、「みんなで楽しく運動できて気分爽快だった」 などの感想
が寄せられています。
　
【参加者を募集します】
◯と　き　4月4日～5月30日　4月は火曜日と金曜日（週2回）、5月は火曜日（週1回）
　　　　　午前9時30分～11時30分
◯ところ　山田地区センター
◯内　容　筋力トレーニング、有酸素運動、口腔体操、脳トレ

など
◯講　師　三浦敬樹さん（健康運動指導士）
◯対　象　市内在住の介護認定を受けていない65歳以上の人で、

全13回継続して参加できる人
◯定　員　15人（先着順）
◯申込期間　3月6日㈪～10日㈮
◯申し込み・問い合わせ
　健康対策課保健推進班（☎56-8020）へ

『 元気アップ教室 』参加者募集『元気アップ教室 』参加者募集『元気アップ教室 』参加者募集

みんなで楽しく運動する参加者

　「湯沢市緊急・防災メール」 は、災害・防災情報や
防犯情報などの市からの緊急のお知らせを、お手持
ちの携帯電話やスマートフォン、パソコンなどに電
子メールで配信するサービスです。 
　インターネットに接続できる端末をお持ちの人は、
どなたでも登録できます。登録は無料ですので、ぜ
ひご登録ください。 
　市からの情報を有効活用し災害に備え、被害に遭
わないようにしましょう。 

●配信される情報　1. 災害・ 防災情報 
　　　　　　　　　2. 防犯情報（不審者情報など） 
　　　　　　　　　3. その他の緊急情報

◯問い合わせ
　ひびくつながる創造課戦略広報班（☎55-8249）へ

●事前に登録が必要です
　登録操作をする前に、迷惑メールの設定をしてい
る人は、kinkyu@city.yuzawa.lg.jp からのメールを受
信できるよう設定を変更してください。設定の仕方
が分からない場合は、購入された携帯電話の販売店
などに問い合わせください。

①yuzawacity@q.bmv.jp 宛にメールを送信してく
ださい（タイトルや本文は記入
不要です）。 
　右のＱＲコードからメールア
ドレスを簡単に読み取ることが
できます。 
②登録用のメールが届きます。 
　登 録 用 の メ ー ル が 届 か な い 場 合 は、
kinkyu@city.yuzawa.lg.jp からのメールが受信で
きる設定になっているか確認して、再度送信して
ください。 
③登録用メールに記載されたＵＲＬをクリックし
て、手順に従って登録してください。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　http://www.city-yuzawa.jp/bousai/1879.html

湯沢市緊急・防災メール湯沢市緊急・防災メール湯沢市緊急・防災メール

み うらけい き
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【不妊治療費等の助成】
妊娠および出産の支援のため、費用の一部を助成しています。

※詳しい内容と申請用紙は、市ホームページをご覧ください。
◯問い合わせ　健康対策課予防衛生班（☎73-2124）へ

　～平成28年度から不妊治療費の助成種類が増えています～

『不妊治療費』 助成のお知らせ『不妊治療費』 助成のお知らせ
　～平成28年度から不妊治療費の助成種類が増えています～

平成28年度の申請締め切りは
　　　　　　　　3月31日です!
平成28年度の申請締め切りは
　　　　　　　　3月31日です!
平成28年度の申請締め切りは
　　　　　　　　3月31日です!

一組の夫婦に、1年度当たり
10万円を限度に助成

妊娠しても、流産や新生児死亡などを
繰り返してしまう状態の治療

不妊検査、一般不妊治療および人工受精

不育症治療

一般不妊治療

特定不妊治療

対象となる治療 治 　 療 　 内 　 容 助 　 成 　 内 　 容

体外受精、顕微授精などによる治療

　多様で柔軟な働き方のニーズが高まるなか、ワークスタイルは変革期を迎えています。湯沢市でも60人以上
の在宅ワーカーが、時間や場所にとらわれない新しい働き方を実践しています。
　今回のワークショップでは、『“暮らす”と“はたらく”が愛着ある場所でつながる新しい働き方』＝
“Loco-Working”を軸に、在宅ワーカーが在宅ワークにとらわれず、実践可能な“新しいしごと”を考えます。
　子育てや介護などさまざまな理由で多様な働き方を必要としているかたは、この機会にぜひ同じ境遇の仲間
たちと、湯沢ならではの新しい仕事を考え、New Workstyle を実践しませんか。

　オープンな空間で行うワールドカフェ形式のワークショップですので、見るだけでも楽しいイベントです。
　観覧は自由ですので、たくさんのご参加をお待ちしています。

○と　　き　3月11日㈯ 午後1時～4時
○と こ ろ　市役所本庁舎1階市民ロビー
○申し込み　電話またはＷＥＢサイト（http://yuzawa-cs.com）で申し込みください
※観覧される人は、申し込み不要です。
○申込締め切り　3月10日㈮
○問い合わせ　在宅ワーク推進センター（株式会社パソナテック内☎050-8882-5622）へ

『みんなで考える
　　　湯沢のNew Workstyle』
　　　　　　ワークショップ参加者大募集

観覧
自由
観覧
自由
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項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

１月分

合　　　計 21

0 0弔 慰 金 等

1 20,614協　賛　金

9,0002祝金及び寸志

0 0見　舞　金

0 0接　　　遇

奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪
第38回3時間立切試合並びに第18回
女子の部2時間立切試合

湯沢商工会議所新年祝賀会ほか

中町二号線竣工祝賀会への寸志、秋田
県農業共済組合合併契約調印式祝賀会
への御祝金

18 106,500会　　　費

交際費報告

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。
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市長日誌（１月）

▲湯沢市消防出初式であいさつする齊藤市長

4日（水） 湯沢市交通指導隊・湯沢市防犯指導隊合同出初式
5日（木） 平成29年湯沢市消防出初式、秋田銘醸株式会社新年会
6日（金） 北日本索道株式会社新年会、湯沢地区交通安全協会交通

安全祈願祭・新年会
10日（火） 百歳長寿祝い
11日（水） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望会

（～12日、東京都）
13日（金） 平成28年度湯沢市防災会議、湯沢商工会議所新年祝賀会
14日（土） 秋田ノーザンハピネッツ地域交流イベント、立切試合基

立選手の激励会
15日（日） 奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪第38回3時間立切

試合・第18回女子2時間立切試合
17日（火） 湯沢地区行政員連絡会新春懇話会、ゆざわ小町商工会会

員大会・新春祝賀会
18日（水） 雪国ジオパークフォーラム2017第4回学習発表交流会、

稲川地域老人クラブ連合会・新年会、雪国ジオパークフォ
ーラム2017交流会、秋田県漆器工業協同組合新年祝賀会

19日（木） 雪国ジオパークフォーラム2017、秋田仏壇協議会新年祝賀会
20日（金） 四商店街・日専連合同新年祝賀会
21日（土） 湯沢市防犯指導隊湯沢班新年会
22日（日） セサミストリートワークショップ
23日（月） 湯沢雄勝ＬＰガス協議会平成29年安全祈願祭
24日（火） 第9回 「Ｂ＆Ｇ全国サミット」 会議（東京都）
25日（水） 企業訪問ほか（東京都）、秋田のおいしい食材商談会（同）

秋田県・県内市町村と首都圏企業との懇談会（同）
26日（木） 平成29年在京秋田県人新春交歓会（東京都）
27日（金） 湯沢市環境衛生組織連合会新年会・受賞祝賀会
28日（土） ㈱ＹＯＳＵＫＥホールディングス平成29年新年祝賀会
30日（月） 定例記者会見、湯沢市体育協会スポーツ賞授与式、秋田

県稲庭うどん協同組合新年祝賀会
31日（火） 平成28年産湯沢市酒造好適米品評会授賞式、湯沢市酒米

生産者大会

副市長の「びゃっこ聞いでけれ」市長の「びゃっこ聞いでけれ」
　　　　　　　　　　

　早いもので、2年弱連載したこのコラムもこれが最後となる予定です。湯沢市で過ごした
日々の締めくくりとして、副市長としての経験をベースとしつつ、これからのまちづくりを進
めるリーダーの要件について私見を述べたいと思います。
　まず、多様な価値観と向き合えること。「まちづくり」 とは、平易なようで曖昧かつ多義的
な概念です。商店街活性化にインフラ整備、高齢者福祉に子育て環境、スポーツの振興に芸術・文化の向上など、
市民のまちづくりへの志向は千差万別です。謙虚さを忘れず、また狭い世界に閉じこもらず、幅広く市民の声に
向き合う姿勢を持たなくてはなりません。
　次に、ぶれない信念を持つこと。身の丈にあったまちづくりを進める上で、厳しい取捨選択が必要な場面は無
数に存在します。また、情実にとらわれ、人の顔色をうかがってばかりいると、意思決定がゆがんでしまいます。
批判を恐れず、市民の付託に真摯に向き合い、使命を誠実に貫徹する覚悟が必要です。
　そして、未来を描けること。人口減少やＩＣＴの発展など、社会は加速度的に変化しています。まちの在り方も、
現状に安住せず、常に最適化を目指さなくてはなりません。そうした変化を敏感に察知し、市民と信頼関係を築
きながら、理想のまちに向けた改革を進められる先見性が求められます。

　ところで、リーダーの資質もさることながら、本当に重要なのは 「リーダーを選ぶ側」 の資質かもしれません。
　まず、明確な当事者意識を持たなくてはなりません。リーダーによって、まちの在り方は確実に変わります。
そして、限られた者の都合で物事が決まらないよう、「特定の層におもねなければリーダーになれない」 状況があっ
てはなりません。幅広い市民が関心を持ち、公正な判断を下支えする必要があります。
　そして、自らの目と耳で確かめる姿勢が必要です。ＳＮＳ等の普及に伴い、世間にはさまざまな流言飛語が飛
び交っています。根拠のないうわさで、選ばれるべきリーダーが左右されてはなりません。重要な情報ほど、自
ら直接確認する手間を惜しまないでください。

　このコラムでは、最後まで文字数制限に悩まされましたが、私の想いは少しでも皆さんに伝わったでしょうか。
湯沢市の発展を心から願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯沢市副市長　藤井 延之

ししん
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◎バリエーション豊かな3年間の経験は今後の人生に役立つと思います
　3月31日で協力隊満期終了となります。この3年間を振り返るとさまざまなことを経験させてもらいました。
道の駅おがちの観光案内所や観光の手伝い、地域のお祭りの手伝いなどなど…、小学校の授業の手伝いやジオ
の親子イベントでは、大好きな子どもたちとも関わらせ
てもらいました。バリエーション豊かなこの経験は今後
の人生に役立つことと思います。
　平成28年度に入ってからは移住相談会の手伝いをさせ
てもらい、1月には移住体験ツアーに同行して “私から
見た湯沢” をありのまま参加者に伝えました。関東から
いらっしゃった参加者と話ながら、初めて湯沢に来たと
きの自分の気持ちや、東北の暮らしの魅力に改めて気付
くことも多くありました。
　今後もヨソモノの視点を多くの人に伝えられればと思
い、4月から移住定住関係の仕事をすることになりまし
た。今後も湯沢に住みながら、湯沢の暮らしを伝えてい
きたいなと思っています。今後ともよろしくお願いいた
します。（増永 洋子）

◎住んでいる人がその地域を大切に思ったり、生き生きと生活したりしていることが、
　一番の地域おこしにつながると感じました

▲移住体験ツアーのときのこと。太陽の光でキラキラと輝く
　三関の水に参加者と一緒に感動 !!

▲出前講座をさせていただき、稲川のお勧めや良いとこ
　ろをたくさん教えていただきました。3年いてもまだ
　まだ知らないこと、隠れた魅力だらけなんだな…と感
　じた時間でした

　湯沢で3回目の冬を越し、協力隊の任期が終わろうとして
います。“地域おこし協力隊”という制度を使って着任しな
がら、はじめは何が“地域おこし”になるのか分からず、悩
む時期もあったのですが、湯沢で暮らしながら、住んでいる
人がその地域を大切に思ったり、生き生きと生活したりして
いることが、一番の地域おこしにつながるのかなと考えるよ
うになりました。
　まずは自分が楽しむことから！と、たくさんのかたにお世
話になりながら、山菜採りや、雪道の運転、春夏秋冬を通し
て多種多様なお祭りに、湯沢のＰＲなど、あげればキリがな
いほど、今まで経験したことがなかった多くのことに触れさ
せてもらいました。
　今後も参加させてもらっている団体の活動などを継続しな
がら、湯沢がより楽しくなっていくところを見ていきたいな
と思っています。協力隊は一区切りですが、これからもよろ
しくお願いいたします。本当にありがとうございました。
（岩間　美幸）

▼思い出の写真を…と探し始めたらとまらなくなり、選びきれなかった
　ので、湯沢で初めて体験させていただいたことを中心に一枚にまとめ
　ました。（初めての体験は、ここにまとめさせていただいた以外にも
　数えきれないほどあるのですが…）今まで教えていただいたことや経
　験させていただいたことを、これからもなんらかのカタチでお返しし
　ていければなと思います。本当にありがとうございました
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み
ん
な
で
目
指
そ
う
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

平
成
28
年
度

　
　
　
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
づ
く
し

　

一
月
三
十
日
か
ら
二
月
十
二
日
ま
で
、
市

役
所
本
庁
舎
一
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
先
月
行
わ
れ
た
ゆ
ざ
わ
ジ

オ
パ
ー
ク
学
習
発
表
交
流
会
と
雪
国
ジ
オ

パ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
の
掲
示
物
な

ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
生
や
高
校
生
が
行
っ
た
ジ
オ

パ
ー
ク
学
習
の
成
果
報
告
や
日
本
各
地
の
雪

国
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
訪
れ
る

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
地
震
研
究
所
の
中
田
節
也
さ
ん

と
北
海
道
地
図
株
式
会
社
の
永
田
紘
樹
さ
ん

を
招
き
、
地
球
の
営
み
に
よ
っ
て
起
こ
る
火

山
噴
火
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
と
、
そ
れ

ら
と
表
裏
一
体
で
あ
る
自
然
の
恩
恵
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

湯
沢
市
で
は
、
近
年
大
き
な
自
然
災
害
は

起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
域
内
に
は
活
断
層

が
存
在
し
、
過
去
に
は
地
す
べ
り
や
洪
水
な

ど
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ゆ
ざ
わ
ジ

オ
パ
ー
ク
で
は
、
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
月
四
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
Ｊ
Ｒ
有

楽
町
駅
前
で
、
全
国
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ア
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
午
前
十
一
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、

ス
テ
ー
ジ
に
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
・
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
の
紹
介
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ク
イ
ズ
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
ジ
オ
パ
ー
ク
の
展
示
、
体
験
ブ
ー
ス
も

設
営
さ
れ
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
何
度
か
行
っ
て
き
た
カ
ル
デ
ラ
の

噴
火
実
験
を
さ
ら
に
工
夫
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
装
置
を
用
い
て
火
山
の
噴
火
と
カ
ル
デ

ラ
形
成
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
月
十
二
日
、
ゆ
ざ
わ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
「
真
冬
の
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
〜
地
球
を

知
っ
て
地
球
を
生
き
る
〜
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

市
役
所
で
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ネ
ル
展
示

▲講演会の様子

▲パネルやポスター展示の様子

「
真
冬
の
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
！

「
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ア
」開
催
！

　

三
月
二
十
日
㈪
に
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
検

定
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
検
定
試
験
は
、
多
く
の
人
に
ゆ
ざ
わ

ジ
オ
パ
ー
ク
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
行
っ
て
い
る
試
験
で
、
基
礎
的
な
知
識

を
問
う
ブ
ロ
ン
ズ
級
、
専
門
的
な
知
識
を
問

う
シ
ル
バ
ー
級
、
高
度
な
知
識
を
問
う
ゴ
ー

ル
ド
級
に
別
れ
て
い
ま
す
。

　

申
込
締
め
切
り
は
、
三
月
三
日
㈮
で
す
。

皆
さ
ん
の
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
検
定
試
験
詳
細
】

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

↓
新
着
情
報
↓
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
検
定
試

験
受
験
者
募
集
の
お
知
ら
せ

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク

検
定
試
験
申
込
締
め

切
り
間
近
！

〜
ジ
オ
パ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
〜

懐かしい未来へ！

地方創生通信
つくる力・売る力の向上支援
～足腰の強い産業の振興に向けて～
つくる力・売る力の向上支援

　市では、市内企業、事業者等が積極的に挑戦する先進的かつ先駆的な経済活動ならびに産業団体の販路拡大の活動
を支援しています。

●問い合わせ　まるごと売る課産業振興班　☎73-2135

今後に向けて今後に向けて
　消費者ニーズに対応した継続性、実効性の高い事業展開が図れるような取り組みに
対し支援を行い、経営体制の改善や安定化、雇用の創出、販路拡大に結びつけます。
　また、「ふるさと名物」に選定した「稲庭うどん」を核として市内の他品目も併せ
た情報発信、販路拡大、誘客の促進等の民間事業者の活動を支援していきます。

　6次産業化に向けた新商品の開発、海外市場への新たな参入と販路の開拓、異業種との共同による新商品開発など
の事業が行われています。
　また、産業団体では販路拡大や商品ＰＲの活動が行われています。

　新商品の開発や展示会への出展、海外への販路開拓などの自主的な取り組みに対して経費の一部を支援しています。

これまでの取り組みこれまでの取り組み

▲川連塗りフェア ▲JAPANブランド育成支援事業 ▲酒EXPO

▲「ふるさと名物」の応援宣言を
　行った齊藤市長

区分　　　　　　
年度 平成26年度 平成27年度 合　　計平成25年度
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7

17

4
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13
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16

45

新商品開発事業

展 示 会 事 業

海外進出事業

そ の 他 事 業

合　　計

2

4

1

2

9

（件）
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農文協／編

湯

雄
湯

雄

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

未来のために学ぶ四大公害病

はじめてのオーケストラ

えらいこっちゃのようちえん

鉱物キャラクター図鑑

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

雄
皆

譽田亜紀子／ 文
新津　　健／監修

ときめく縄文図鑑 農家が教える マルチ＆トンネル

高橋　　優

杉原　厚吉

北沢　　秋

原　晋、原田曜平

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

月月33333 トトトト集集 トトンンンイベイベイベベイイ特の特ののの特月月 ベンベンベンン月月 ・イ・イ トトベ集集・・・・・・イイ月の特集特集・イベイベンベント

月3

2017.03.01
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高橋優自伝 Mr.Complex  Man

スウガクって、なんの役に立ちますか？

ふたり天下

力を引き出す　「ゆとり世代」の伸ばし方

湯 雄

と　き：3月25日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室

除本　理史

佐渡　　裕

かさい　まり

松原　　聰

と　き：3月4日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館　児童コーナー

稲
と　き：3月18日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

おはなしの会「ひまわり」による読み聞かせおはなしの会「ひまわり」による読み聞かせ

　春、農作業シーズン到来!この
本では、農業用マルチとトンネル
の効果的な使い方や目からウロコ
の裏ワザなど、もっと楽に上手に
使うためのテクニックを紹介。黒
マルチをかけるだけのジャガイモ
栽培、１人でもできる片づけ方法
など農家だけでなく家庭菜園を楽
しむ人にも役立つ１冊です。

　縄文時代と聞いて何を思い浮か
べますか。土器？土偶？貝塚？縄
文時代に片思いしている著者が縄
文人のユーモアや情熱、繊細さを
感じる品々を集めました。縄文時
代からの贈り物を眺めながら、在
りし日の彼らの息吹を感じてみま
せんか。

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

みんなの森おはなし会みんなの森おはなし会 おはなし会おはなし会

一　般：「新生活応援します!」
児　童：「いよいよ開幕‼」
一　般：「新生活応援します!」
児　童：「いよいよ開幕‼」 児　童　「開けてからのおたのしみ♪かくれんぼ絵本」

一　般　「ココロとカラダのすっきり術」
児　童　「開けてからのおたのしみ♪かくれんぼ絵本」
一　般　「ココロとカラダのすっきり術」

大好評「図書館資料で紐解く　ゆざわの
魅力再発見」はお休みです。
今回は、職員が図書館の本を見て作った
「消しゴムハンコ」を紹介します。
全員初めてでしたが、短い時間で案外⁉
かわいい作品が完成しましたよ!
★参考にした本（湯沢図書館にあります）
「消しゴムはんこ。はじめまして。」
「消しゴムはんこガール」 ほか

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

　市では、市内小・中学校の体育施設を、前期（4月～9月）と後期（10月～3月）に分けて夜間開放しています。
　平成29年度前期の利用希望団体を募集します。利用する場合は申し込みが必要です。
　なお、希望日が集中した場合は、希望に添えないことがあります。
○開放期間　4月10日㈪～9月30日㈯／午後7時～9時30分（学校によって利用期間・時間が異なります）
○開 放 校　次の学校体育館および雄勝中学校の武道館・グラウンド
　【中学校】湯沢北、山田、雄勝、皆瀬
　【小学校】湯沢西、湯沢東、山田、三関、須川、稲庭、三梨、 川連、駒形、雄勝、皆瀬
○利用対象　継続的に体育施設を利用するスポーツ・レクリエーション団体（市内に在住または通勤している約10人
以上で構成されている団体）

○申し込み方法　市ホームページから申込書をダウンロードするか、生涯学習課スポーツ振興班または各生涯学習セ
ンターに備え付けの申込書に必要事項を記入の上、下記へ申し込みください

○申し込み・問い合わせ　3月10日㈮まで、生涯学習課スポーツ振興班または各生涯学習センターへ

2017.03.01
22

小・中学校の体育施設を開放します

　スポーツレクリエーション活動の推進と地域活性
化のために活動するスポーツ推進委員を募集します。
○募集人数　男女とも若干名　
○応募資格　次の事項を全て満たす人
　①市内在住の20歳以上の人（平成29年4月1日現
在）②社会的信望があり、スポーツに関する深い
関心と理解を有する人③スポーツの実技指導・助
言を行うのに必要な熱意と知識を有する人

○任　　期　4月1日～平成31年3月31日
○報　　酬　活動に応じて支給
○活動内容　 各種会議、研修、8人制バレーボール
大会および各生涯学習センター主催のスポーツイ
ベントなど

○応募期限　3月13日㈪
○応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、郵送
またはファクスで生涯学習課スポーツ振興班へ応
募してください

※応募用紙は、市ホームページに掲載するほか、ス
ポーツ振興班窓口、総合体育館、各生涯学習センター
に設置しています。
○選考方法　書類選考・面接を行い、結果は本人に
書面にて通知します

○問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班へ

【稲川スキー場】　3月16日㈭営業終了
※3月は日中営業の曜日が変更になります。
　▶日中営業（午前9時～午後4時）→土・日曜日のみ営業
　▶ナイター営業（午後5時30分～9時）→火～土曜日営業
　　（従来どおり）
【小安温泉スキー場】　3月5日㈰営業終了

○と　き　3月12日㈰午前10時
○ところ　愛宕山シャンツェ
○内　容　特設ミニミニジャンプ台（50㎝級・2ｍ級）
　　　　　特設ミニジャンプ台（4ｍ級・7ｍ級）
　　　　　スモールジャンプ台（20ｍ級）
　　　　　ジャンプ台けつ（お尻）すべり大会（個人・親子）
○参加料　300円
○対　象　市内在住の未就学児（年長）、小・中学生、一般
○申し込み　当日会場にて午前9時から受け付け
○問い合わせ　湯沢スキークラブ赤平（☎79‒2988）へ
※開会式終了後、ジャンプ実技指導を行います。

ちびっ子ジャンプ教室とミニミニジャンプ大会

○と　き 　3月19日㈰ 午前9時
○ところ　総合体育館
○参加料　１チーム2,000円
○対　象　市内在住または通勤している人、その家族
○申し込み　3月10日㈮まで、参加申込書に記入の上、
メールにて申し込んでください

○問い合わせ　湯沢市バレーボール協会石成
　（☎090-7339-1901、 ishinari4260@gmail.com）
へ

ソフトバレーボール

スポーツ推進委員を募集します

湯沢市スキー場情報

市民総体参加者募集

スポーツ推進委員を募集します

湯沢市スキー場情報

市民総体参加者募集
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　第35回雄勝の雪まつりが小町の郷公園で開催されま
した。会場には色とりどりの30体のカラー雪像が並び
ました。また、小町太鼓演奏や超神ネイガーショーな
どのイベントも行われ、訪れた家族連れを楽しませて
いました。

し
が
っ
こ
ま
つ
り

2/4

　しがっこまつりが小安峡河原湯橋周辺を会場に開催
されました。雪を利用して作ったアイスバーでオリジ
ナルのカクテルが提供されたほか、魚やペンギンの氷
の彫刻がライトアップされ暗闇を彩っていました。

2017.03.01
24

冬
ま
つ
り

雄
勝
の
雪
ま
つ
り

2/11

▲豊作を願い、雪の田んぼに稲わらの束を植える児童たち

▲しん粉細工で「犬っこ」を作る児童たち

▲スノーチューブレースを楽しむ子どもたち

　秋の宮温泉郷の冬を彩る「第19回かだる雪まつり」
が、旧秋ノ宮スキー場を主会場に行われました。ゲレ
ンデを埋めた約3,000個のミニかまくらに明かりがと
もされると、会場は日暮れとともに雪世界の幻想的風
景となりました。

　市役所本庁舎周辺を主会場に開催され、18基の「お
堂っこ」と「犬っこ」の雪像が並びました。愛犬祈願
祭のほか、初の試みとなる、犬っこの駅長が湯沢駅に
登場するなど、県内外から多くの観光客でにぎわいま
した。

か
だ
る
雪
ま
つ
り

2/4

▲「これからの私を見つけるために」と題し講演する阿部さん

駒形小学校雪中田植え

豊作を祈願

　2月7日、駒形小学校で年中行事の雪中田植えが行われ
ました。これは、地域に昔から伝わる行事を子どもたちに
伝え継承してほしいとの思いから、同地区に住む髙

たか

橋
はし

義
よし

輝
てる

さんらが講師となり行われているもので、今回で14回目。
　雪が降る中、グラウンドを田んぼに見立て、昔ながらの
衣装を身にまとった6年生17人を含む全校児童79人が稲わ
らの束を雪の中に植え、秋の豊作を願いました。

スノーフェスタ2017 in みなせ

雪上で元気に雪遊び

　2月4日、小安温泉スキー場で大人や子供延べ110人が
参加し、「スノーフェスタ2017inみなせ」 が開催されました。
　当日は天気に恵まれ、参加者は雪の斜面を利用したヒッ
プレースやスキータイムレース、スノーチューブレース、
宝さがしゲームなどを大きな喚声をあげながら楽しんでい
ました。ゲーム後には、全員に温かいきりたんぽ汁が無料
で振る舞われ、みんなでおいしそうに食べていました。

湯沢西小学校「犬っこのしん粉細工づくり」

犬っこづくりに挑戦

　2月3日、湯沢西小学校3年生71人が、しん粉細工職人
の佐

さ

藤
とう

艶
つや

子
こ

さんに指導してもらい、しん粉（うるち米）細
工の犬っこづくりに挑戦しました。
　しん粉を丁寧に手のひらでこねては、つまんだりちぎっ
たりしながら犬の形にして、かわいらしい手のひらサイズ
の犬っこを作っていました。完成した犬っこは、湯沢東小
学校、須川小学校の児童が作ったものと合わせて、メッセー
ジを添えて犬っこまつりに訪れた観光客に配られました。

夢トークinＹＵＺＡＷＡ

中学生が夢と未来を話し合う

　2月17日、湯沢文化会館において、市内中学生
が総理大臣夫人の安

あ

部
べ

昭
あき

恵
え

さんと一緒に夢と未来
について語り合う 「夢トーク inＹＵＺＡＷＡ」 が
開催されました。
　市内全中学校の2年生約350人が、さまざまな
分野でグローバルに活躍しているかたがたと一緒
に、自分たちの住む地域、自分たちの未来、夢、
生き方について意見交換し、自分や地域の将来に
対する考えを深めていました。

▲パソコンで申告手続きを行う藤井副市長とスコップ戦士・ジャミセリオン

「マイナンバー」と「e-Tax」を共同PR

申告時にはマイナンバーを

　2月8日、湯沢税務署で「マイナンバー」 と
「e-Tax」 のＰＲが行われました。これは、マイ
ナンバー制度導入後の初めての確定申告となるた
め、申告時にはマイナンバー通知カード、本人確
認書類等が必要なことや自宅のパソコンから簡単
に申告できるe-Tax、確定申告書作成コーナーを
広く納税者に周知することを目的としています。
　申告手続きを体験した藤井副市長は 「必要事項
を入力すると自動で計算されて便利でした。また、
操作も簡単でした」 と話していました。

犬
っ
こ
ま
つ
り

2/11

2/12

～
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

中　　　泊
山 ノ　田
御 返　事
下　馬　場
三　ツ　村
新　馬　場
平　成　園
中　　　島
大　水　口

86
84
99
86
93
83
88
91
91

1.24
2. 1
2. 4
2. 9
2.10
2.10
2.11
2.12
2.12

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

宮　　　田
八　面　２
野　村　２
久　保　３
明　　　戸
大　　　谷
大　　　倉
梺　　　２
田　　　中
麓　　　１

92
86
74
74
87
86
94
38
92
90

1.31
2. 1
2. 2
2. 2
2. 6
2. 7
2. 8
2. 9
2.12
2.14

吉　晴
敏　美
工　二
本 人
ミ　ヨ
直　典
文　作
勇　治
寛
豊

2月15日届け出分まで

2月15日届け出分まで

本　人
シ　ゲ
清　悦
本　人
幸　雄
高山勝雄
本　人
多一郎
久

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

山 𦚰　玲 哉哉哉哉哉哉哉哉哉哉哉哉哉くくくん
佐 藤　 杏杏杏杏杏杏杏杏杏杏杏杏杏杏ちちちちちちちちゃん
千 田 恭太郎郎郎郎郎郎くくくくくくんくんくんくんくんんんんんんんん
中 野　陽 葵ちゃんんんんんん
藤 原 快空翔くん
佐 藤　斗 和くん

れいややややややや

　　　あああああああんんんんんんん

きょうたろうろううううう　うう

ひより

かいと　

と　わ

1.23
1.27
2. 2
222.2. 2. 22. 22. 22 22 22 22 2
2. 4
2. 5

栄一さん・ 子子子子子子子子美美美美美美美美美久美 さん

亮さん・ 子子子子寿子 んんんんんんさんさんさんさささささ

恭平 んんんんんさん・・・ 子子知子知子知子知子知子知子知知知知知知知知 さん

大大大大翔大翔大翔大翔大翔大翔大翔大翔大翔大翔大翔大翔 さんさんさんさんさんさんさささ ・江里香江 さん

徹さん・千春さん
竜太さん・斐加さん

西田町第２

切　畑　下

大 島 第 ２

新 山 田 西

光　陽　台

清水町第８

1.31
2. 1
2. 2
2. 2
2. 6
2. 7
2. 7
2. 8
2. 9
2. 9
2.10
2.10
2.11
2.12
2.12
2.12
2.13

83
89
81
62
87
89
89
51
81
78
84
100
103
93
95
88
59

切　畑　下
平清水第４
堂　ケ 沢
平清水新町第1
さつき町第1
横　　　上
戸　　　沢
さつき町第1
愛 宕 新 町
西田町第４
上　荒　町
愛宕町第３
根 小 屋 町
荻　生　田
横　　　上
す　み　れ
宇 留 院 内

保　雄
豊

清　治
本　人
克　己
本　人
キク子
征　子
誠　悦
正　藏
隆　藏
本　人
養　一
本　人
稔

本　人
本　人

佐 藤　ト ヨさん
沓 澤　周 三さん
樋 渡 ふじ子さん
滝　　トモ子さん
齊 藤 喜代治さん
髙 橋　ハ ツさん
後 藤　ツ メさん
小 坂　昌 志さん
阿 部　甲 一さん
木 村 トミ子さん

佐 藤　和 子さん
岸　　 昭 英さん
丹　　キミ子さん
佐々木 芳 弘さん
髙 橋 𠮷 子さん
布 目　イ チさん
佐々木 幸 助さん
田 中 　実さん
高 橋　功 明さん
斎 藤　京 子さん
遠 田　キ ヌさん
杉 本　信 子さん
長 澤　ム ツさん
柴 田　セ ツさん
佐 藤　ユ キさん
加 藤　　 芳さん
髙 橋 美佐雄さん

髙 𣘺　イ チさん
山 形　信 雄さん
和 泉　ユ キさん
西 舘　ヨ シさん
佐 藤　ミ ネさん
沼 田 隆之助さん
沼 倉　静 子さん
小 原　敦 子さん
簗 瀬　花 子さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

貝　　　沼
板　　　戸
中　ノ　台

95
81
86

1.31
1.31
2. 4

富　一
マ　サ
英　司

阿 部　ト キさん
小 南　博 巳さん
髙 橋　タ イさん

　　　　　たもつ

●皆瀬地瀬地瀬地瀬地瀬地瀬地地地地地地地地地域地域地域地域地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

佐 藤 　　　全くん 4444444444444  . . 2. 貝　　　沼力さん・尙子さん

ゆうか

●稲川地域●
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

佐々木佐 優 花ちゃん 1.27 宿　　　　　　　下　　克彦さんんんんんん・・・純純純純純純純純純純純子さん

れいん

あきお

●雄勝地域●
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

太太 田　零 音くん
藤 林　明 生生生くんくんくんくんん

1.28
1.31

御　返　事

山　　　岸
直都さん・小百合さん
茂隆さん・光子さん

1

2

3

4
5
6

7

8

9

１０

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水
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月月3 ●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成28年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
湯沢市役所本庁舎  相談室16
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

3月15日㈬

3月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

16日㈭

12日㈰ よ ね や 千 石 大 橋 店

雄 勝 地 域 振 興 局
㈱ 寛 文 五 年 堂
㈲佐藤養助商店（本社工場）

全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)　または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

１０：００～１１：４５
１３：００～１６：００
１０：００～１１：１５
１３：００～１４：００
１５：００～１６：００

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般)
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

●県南８人制バレーボール大会〔総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●市民総体ちびっ子ジャンプ教室・ミニジャンプ大会〔愛宕山シャンツェ〕
●市民総体６人制バレーボール大会〔総合体育館〕
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕午前１０時～１１時３０分／
　お別れ音楽会
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般)

○じゃんけんキッズ親子遊び〔すこやか広場〕
　午前１０時３０分～１１時１０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

○湯沢図書館休館日

●市民総体ソフトバレーボール大会〔総合体育館〕
○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　守口歯科クリニック（湯沢／☎734646／
　午前９時～正午）
○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般)
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

●郡市ミニバスケットボール新人大会〔総合体育館〕　
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前9時～正午（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●稲川スキー場営業終了日

○湯沢図書館休館日
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕午前１０時～１１時３０分／
　誕生会・親子運動遊び
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般)
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百
四
十

　
一
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
四
日
間
、
八

幡
平
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
第
65
回
秋
田
県
中
学

校
総
合
体
育
大
会
・
第
60
回
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
に
出
場
し
、
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
（
大
回
転
）
で
、
稲
川
中
学
校
で
は
初
め
て
と

な
る
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子
ス
ラ
ロ
ー

ム
（
回
転
）
で
第
三
位
、
学
校
対
抗
で
も
総
合
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
は
、
平
均
斜
度
十

五
度
か
ら
二
十
度
ま
で
の
中
斜
面
・
急
斜
面
を
、

お
お
む
ね
二
十
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
間
隔
で
設
置
さ
れ
た
旗
門
を
交
互
に
通
過

し
な
が
ら
滑
り
、
二
本
の
合
計
タ
イ
ム
で
争
い
ま
す
。

阿
部
さ
ん
は
、
一
本
目
は
四
三
・
五
○
秒
の
タ
イ

ム
で
第
四
位
と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
二
本
目
は

四
二
・
四
九
秒
の
タ
イ
ム
を
た
た
き
出
し
、
大
逆

転
で
栄
光
を
手
に
し
ま
し
た
。「
一
本
目
は
、
い
つ

も
緊
張
し
て
成
績
が
振
る
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
は

闘
志
に
火
が
つ
い
て
、
い
つ
も
通
り
の
滑
り
が
で

き
て
、
満
足
の
第
四
位
で
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で

二
本
目
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
滑
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
し
た
。「
勝
っ
た
瞬
間
は
放
心

状
態
で
し
た
。
上
位
三
人
が
滑
り
終
え
、
自
分
の

二
本
の
合
計
タ
イ
ム
の
方
が
速
か
っ
た
の
で
す
が
、

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
り
の
人
た
ち
が
、

す
ご
く
喜
ん
で
い
て
祝
福
を
受
け
ま
し
た
が
、
優

勝
し
た
実
感
が
わ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
伺
う
と
「
お
父

さ
ん
と
一
緒
に
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
の
が
始
め
た

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
稲
川
ス
キ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
小
学
校

一
年
生
の
時
、
お
父
さ
ん
に
本
格
的
な
競
技
ス
キ
ー

の
道
を
勧
め
ら
れ
て
入
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
の
選
手
を
育
て
て
い
て
、

監
督
や
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
後
に
行
わ
れ
た
、
東
北

中
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
大
会
（
猪
苗
代
ス

キ
ー
場
）
と
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会
（
や
ま
が
た
赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
場
）
に
出
場

し
ま
し
た
が
、
明
確
な
目
標
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
ず
、
実
力
を
発
揮
で
き
な
い
ま
ま
競
技
が
終

了
し
、
後
悔
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
阿
部
さ
ん
は
「
ス
キ
ー
で
は
、
外
面
だ
け
で
は

な
く
、
大
会
で
の
緊
張
感
や
瞬
時
の
判
断
力
な
ど
、

内
面
も
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
九
年
間
続
け

て
き
て
、
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

ス
キ
ー
は
自
分
を
人
と
し
て
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

稲
川
中
学
校
三
年
　
阿
部
　
喜
斗 

さ
ん

あ    

べ

よ
し   

と

　秋田県中学校スキー大会に出場し、学校対抗
で総合優勝したトロフィーと賞状を手に喜びを
かみしめている阿部喜斗さん
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